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平成26年12月橋本市議会定例会会議録（第３号）その４ 

平成26年12月２日（火） 

                                           

                                           

（午前10時55分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番11、２番 阪本君。 

〔２番（阪本久代君）登壇〕 

○２番（阪本久代君）通告に従いまして、一

般質問を行います。今回は２項目です。 

 まず、第１項目め、人口減少社会のまちづ

くり、地域公共交通についてです。 

 日本の人口は、2005年に初めて減少し、2011

年に25万9,000人の減少を記録、本格的な人口

減少が始まりました。国立社会保障人口問題

研究所の将来人口推計によると、今後人口は

減り続け、2048年には9,913万人と、１億人を

割り込むということです。 

 日本の人口が減り続けるのは、出生率が低

いからです。先進国の医学の水準では、出生

率が2.07だと、長期的に人口が安定すると言

われていますが、日本の合計特殊出生率は

2012年で1.41です。 

 こういう状況のもと、各自治体が人口を維

持しようとすると、いかにして転入者を増や

し、転出者を減らすかということになると思

います。 

 橋本市は、もともと車がないと生活しにく

いまちですが、高齢化が進む中で、移動が困

難になる人が増えています。さらに、バス利

用者の減少により、路線バスの縮小が進んで

います。こういう中、いつまでも住み続けた

い、住み続けられるまちであるためには、公

共交通の果たす役割は極めて大きいと考えま

す。 

 第二次橋本市生活交通ネットワーク計画で

も、基本方針を、市民の生活を支え、誰もが

安心して暮らせるまちの基盤として、効率的

で持続可能な公共交通体系をつくり、育てる

としています。 

 １項目め、公共交通の整備はまちづくりの

土台であると考えますが、市長はどうお考え

ですか。 

 ２項目め、コミュニティバスは年々利用者

も増え、市民に喜ばれていると思います。し

かし、高齢者からバス停まで遠くて利用でき

ない。バス停とバス停の間にバス停がほしい。

往復の間の待ち時間の間に、用事を済ませる

ことができないなどの声もあります。 

 ９月議会で、同僚議員に対してコミュニテ

ィバスの利用状況等の調査を実施すると答弁

がありましたが、利用状況の調査だけではな

く、高齢者の生活の実態を知ることも必要で

はないでしょうか。 

 ３項目め、北コースは、オークワの撤退も

あり、利用者も多いですが、12人乗りで積み

残しが起こっています。他のコースでは、大

型バス導入まで、積み残しが出た場合、後か

らバスが出ていたのですが、北コースでは道

路事情により後からのバスが出ません。道路

の改良も含め、対策が必要ではありませんか。 

 二つ目の質問です。安心・安全のまちづく

り、街路灯、防犯灯、除草。 

 日本共産党橋本市委員会では、今年の夏、

市民アンケートを実施しました。その中に、

道路が暗過ぎる。街路灯の設置が行き届いて

いない。（橋本小学校区）御幸辻や胡麻生は夜

道が暗過ぎる。街灯をもっと増やしてほしい。

市内全体に、国道以外の地域の道がとても暗

く、通学・通勤に困っています。（三石小学校
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区）市内を見ると、夜、暗過ぎるところがあ

る。冬場など子どもの下校時、通学路が暗過

ぎるのは身の危険を感じるので、点検を。道

路灯をもっと増やしてほしい。（紀見小学校

区）街路灯を増やしてほしい。紀伊山田駅か

ら紀北工業高校の通学路、夜は街灯がなく真

っ暗です。（西部小学校区）など、街路灯、防

犯灯を増やしてほしいという声が、市内各地

から寄せられました。 

 また、柱本近郊では、通学路などでも草の

伸び放題で、子どもたちも困っています。気

がつくと、誰かが草刈りをしてくれたりもし

ますが、市も気をつけてほしいです。紀見峠

から光陽台間の側面の草刈り。（柱本小学校

区）道路が草に覆われているところが多い。

（西部小学校区）という声もありました。 

 そこで、街路灯、防犯灯、除草について伺

います。 

 １項目め、市民アンケートでも街路灯、街

灯、道路灯といろいろです。街路灯と防犯灯

の位置づけ、区別はどうなっていますか。 

 ２、防犯灯は電気料金の補助のみとなって

いますが、各地域から設置の要望があるとい

うことは、まだまだ不足しているということ

ですから、設置についての補助を復活するべ

きではありませんか。 

 ３項目め、道路の除草の基準はどうなって

いますか。 

 ４項目め、公園、ちびっこ広場の除草の基

準はどうなっていますか。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君の質問項

目１、人口減少社会のまちづくりに関する質

問に対する答弁を求めます。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）公共交通の整備はまち

づくりの土台であるとの考え方についてお答

えをします。 

 今後ますます高齢化社会が進む中、公共交

通の果たす役割は非常に大きいと考えます。

市内には、鉄道、バス、タクシーと多くの公

共交通機関が存在していますが、多くの皆さ

まに本市に住み続けていただくためには、各

公共交通機関との連携を図り、より良い公共

交通体系の構築が必要であります。 

 第二次橋本市生活交通ネットワーク計画の

基本方針としている効率的で持続可能な公共

交通体系をつくり、育てることが、誰もが安

心して暮らせるより良いまちづくりにつなが

るものと考えています。 

 以下、残余の件につきましては、担当参与

より答えさせていただきます。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

〔総務部長（枡谷俊介君）登壇〕 

○総務部長（枡谷俊介君）地域公共交通につ

いてお答えします。 

 本市コミュニティバスについては、本年４

月の北ルート運行開始により、全ルート１日

24本の運行を行っており、年々多くの皆さま

にご利用をいただいているところです。 

 コミュニティバスは、交通空白地域、交通

不便地域の解消を図ることを目的に、導入に

あたっては自立運営を原則とする路線バスと、

実質的に競合することのないよう十分に検討

する旨が、国土交通省のコミュニティバス導

入に関するガイドラインに示されています。 

 市民の皆さまからは、もっと利便性の向上

を求めるご意見をいただいていますが、この

ガイドラインやほかの公共交通機関等との調

整、整合性の観点から、全ての要望にお応え

できません。 

 また、高齢者の生活の実態を知ることも必

要ではとのおただしですが、橋本市生活交通

ネットワーク協議会には、身体障がい者連盟

や老人クラブ連合会からも委員としてご参加
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いただいており、障がいをお持ちの方々や高

齢者からのご意見等も踏まえて、ご協議をい

ただいているところです。 

 また、北ルートにつきましては、道路状況

等を勘案し、12人乗りハイエースワゴンタイ

プで運行を開始し、多くの皆さまにご利用い

ただいています。しかし、本年８月の林間田

園都市駅前スーパーの閉店により、市役所方

面等への買い物など、乗降実態が変化した結

果、積み残しが発生していることも認識して

います。 

 市としても、早期解消を図るため、12月補

正予算で、続行便の予算を計上させていただ

いていますが、続行便の運行に際しては、橋

本市生活交通ネットワーク協議会幹事会及び

同協議会の議決が必要であり、現在関係機関

等との調整を図っているところです。 

 また。道路の改良も含めた道路事情の改善

については、さまざまな検証が必要であり、

財政面の問題もありますので、現在のところ、

実施は困難であると考えていますので、ご理

解のほどよろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君、再質問

ありますか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）まず、①から再質問を

行います。 

 公共交通の整備はまちづくりの土台といい

ますか、大事であるっていうか、まちづくり

にとっても大きいと考えるというご答弁をい

ただきましたので、認識は同じであると思い

ます。 

 ただ、なぜこの質問をしたのかと言います

と、どうしてもコミュニティバスの運行につ

いても効率っていいますか、確かに今でも空

気を運んでいるっていう声も、私も聞きます

し、やっぱり利用されるところに走らせると

いうことというか、市民の目線で走らせると

いうことは大事だと思うんです。 

 ただ、やっぱり市長も言われましたけれど

も、だんだんだんだん高齢者が増える中で、

どうしても車での移動ができなくなる。また、

買い物や通院ということを考えた場合に、今

あるバスとか電車だけではない、もっと補う

ものが必要になってくるっていうのは、誰も

が思うことだと思うし、そこにやっぱり橋本

市の人口を維持していくためにも、一定程度

の予算っていいますか、財政的な支出という

ものをしていかないといけないと思うんです。 

 それで、設問をしたんですけれども、例え

ばっていいますか、今年、ちょうど11月に市

町村議会議員研修会っていうところに行って

きまして、その中のテーマが、最初に人口減

少社会のまちづくりという講演があって、ま

た別の講義として地域交通の政策づくりの重

要性と手法というところを、ちょうど勉強し

てきたところなんです。 

 その中で、いろいろなところが、やっぱり

福祉とか観光とかいろいろな政策についても、

土台になるのが公共交通の整備であるってい

うことで、いろんなところでいろんな取り組

みをされています。その中の一つを紹介した

いんですけれども、三重県玉城町というとこ

ろです。 

 人口１万5,714人で、面積が40.9㎢のまちで、

橋本市と比べたらかなりコンパクトなまちで

はないかなとは思うんですけれども、ここで

は民間バス路線が廃止した後、町が福祉バス

を運行していたんですけれども、それが乗客

が少なくって、年間2,000万円負担をしていた

そうです。それで、いろいろ考えてというか

調査して、オンデマンドシステムによる元気

バスという名前をつけられておられるんです

けれども、そういう方式に変えて、今は利用

者が会員登録をし、スマートフォンや電話で

予約、行き先や時間によっては乗り合わせに
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なるんです。予約をして、近くの停留所から

行きたい停留所まで無料で輸送するシステム

です。無料でずっとされているんですけれど

も、社会福祉協議会に委託をされてて、年間

2,000万円で運営をされています。ただ、この

2,000万円なんですけれども、元気バス導入の

前は後期高齢者一人当たり医療費が年々５％

増加していたのが、導入後は増加しないで横

並びっていいますか、2,000万円ぐらい減少し

ているということで、今後もこの元気バスと

いうのは、無料で継続していきたいというの

が、この玉城町の考え方なんです。 

 なかなかいろいろなやっぱり法律とかの制

約があるとは思うんですけれども、無料であ

るということでできることもいろいろあるん

かなとは思うんですが、登録さえしてれば、

バス停は決まっているけど、いつでも利用で

きるというシステムをされているところもあ

ります。 

 橋本市では、バスとか電車とかタクシーと

かいろいろな関係の中で、なかなか住民の皆

さんからは、先ほども言われたけど、もっと

利便性を高めてほしいということで、いろい

ろな要望があるんですけれども、そこにはな

かなか全部には応えてはいけないと思うんで

すけれども、やっぱり高齢者がいろいろ自分

で移動でき、またいろいろな活動にも参加で

きっていうことで、二次的、三次的なプラス

になることもあると思いますので、できるだ

け常に財政っていう言葉が出てくるんですけ

れども、そういうほかのことも鑑みて、橋本

市の公共交通のネットワークというものをも

っと充実したものにしていっていただきたい

と思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）阪本議員の再質問にお

答えをします。 

 今事例を出してご説明もいただきまして、

その地域の特性っていうものがあると思いま

す。玉城町というところに、果たして民間の

バスっていうのがあるのかどうかとか、いろ

んな条件があると思うんですけども、ただ、

私も考えておりますのは、この５年、10年先

をどう考えるんかっていう問題があります。

現実に民間バスも、和歌山バスはもう土日が

ゼロになりましたし、平日も朝と夕の２便し

か走っておりませんし、現在バス路線として

あるのが、林間とそれから隅田の路線と、そ

れと和歌山バスの平日２便というぐらいまで

減ってきていることも事実であります。 

 ただ、電車もバスもありますし、今後のネ

ットワークの二次計画ですか。これからのバ

スをどうしていくか、公共交通機関をどうし

ていくかっていう一つは結論を待って、それ

から取り組んでいきたいのと、ただ、このま

まいきますとバス路線自体が全てなくなる可

能性もありますので、この辺の問題について

も、今市長会のほうで補助金が減ってくるよ

うな状況にするなという要望を国のほうへ上

げていっています。 

 そういうもろもろの問題もありますし、予

算がないというのはあまり言ったらあかんの

かなとは、財政が厳しい中で、そういう議論

にもなると思うんですけども、いずれデマン

ド制の導入であったりっていうことも、これ

から、それがタクシーになるんかどうかわか

りませんけども、これからの５年、10年先を

考えた対策っていうのも、これから考えてい

きたいと思っています。 

 ただ、無料バスっていうのは、若干現在の

状況ではなかなかタクシーも電車もバスがあ

るという状況では、難しいのかなと思います。

やはり、国に対してもこの辺のコミュニティ

バスの運行については、もう少し柔らかくし

てもらえへんのかなということも、これから



－99－ 

要望していく必要があると思いますし、民間

バスとコミュニティバスをいかに共存さして

いくかっていうことも考えていかなければな

らないのかなと思っています。 

 民間バスがなくなって、委託先がなくなっ

た場合、そしたらどうするっていう問題もあ

りますし、ちょっとすぐには答え的なもんは

言えませんけども、５年、10年先を見据えて

しっかりとした地域公共交通機関を守ってい

くというふうには取り組んでまいりたいと思

いますので、ご了承お願いしたいと思います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）よろしくお願いします。 

 いろいろ調べてましたら、2013年12月に交

通政策基本法が制定されて、2014年５月、今

年ですけれども、地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律の一部を改正する法律が成

立をして、そこでもともとあったのを一部改

正なんですけど、ここで何かいろいろ強調さ

れているのが、今までは民間事業者の事業運

営にともすれば任せきりであった従来の枠組

みから脱却と。地域の総合行政を担う地方公

共団体が先頭に立ってと。関係者の合意のも

とでまちづくりと一体で持続可能な地域公共

交通ネットワークサービスを再構築という、

何か地域公共団体が先頭に立ってということ

が、一部改正でかなり強調されてきています。 

 確かに共存することがすごく大事だと思う

んです。いろいろコミュニティバスにしても、

デマンド方式にしても、そのことによってタ

クシー業者が経営が成り立たなくなって、橋

本市内に１台もタクシーがなくなるっていう

ことは、市にとってもマイナスになりますし、

本当にどうしていけば共存共栄っていいます

か、できるんかっていうことを、十分に何て

言うんか議論しながら進めていかないといけ

ないとは思うんですけど、ただ、ネットワー

クの協議会もありますけど、あんまり頻繁に

行われてないんではないかなと。協議する場

はあるけれども、実際の本音のところで、話

を出す機会をもっと増やしてもいいんではな

いかなとも思うんですけども、市長でなくっ

てもいいんですが、その辺はいかがでしょう

か。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）議員おただしのよ

うに、交通政策基本法というのが、昨年12月

施行されたんでございますが、この交通政策

の理念として、交通需要の充足、それからさ

まざまな交通手段の適切な役割分担と連携、

連携による施策の推進を挙げています。 

 まさに本市が直面して、今現在取り組んで

いることに関する時期を得た法の施行という

感じを、今持っております。 

 一方で、自家用車の依存による公共交通離

れがありまして、また少子化で乗る方が少な

くなっているということ、そしてまた一方で、

高齢者や障がいをお持ちの方や妊産婦が、自

家用車を運転することが難しい。移動の自由

を求めるというような要求がありまして、こ

の辺の取り組みは大変、今現在難しいと思い

ます。 

 特に2030年には、65歳以上の人口が３割を

超えまして、高齢者の移動の手段として、私

たちが率先して、地方公共団体が率先して民

間業者と連携して、協同して取り組んでいく

ということが必要になって、おっしゃるとお

りになってまいります。 

 そういう意味でも、議員おっしゃるように、

もっと生活交通ネットワーク協議会を再三開

きまして、これらに対応していくということ

が必要になってまいると思います。 

 今現在は、その計画をつくったというとこ

ろで、その計画に基づいて北ルートも運行し

ておるんでございますが、北ルートについて

も実証運行ということで、今後検証を１年間
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でしていくということで、いろんな方面から

いろんな問題点を今調べているところでござ

います。 

 これらの問題、それから今までの課題を含

めまして、アンケート調査をする、今準備を

しておりまして、近々幹事会も開きまして、

また協議会も開きまして、これらについて動

いていくという、今準備をしているところで

ございます。 

 議員おっしゃるように、今後協議会等を再

三開きまして、その辺につきまして準備万端

怠りのないように進めてまいりたいと思いま

すので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）はい、すいません。 

 今おっしゃったアンケート調査っていうの

は、２番の利用状況とはまた別のことでしょ

うか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）はい、利用状況の

調査でございます。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）利用状況も確かに大事

だと思うんですけど、オークワの問題もあっ

て、いろんなところで高齢者の皆さんのお話

を聞く機会がありました。また、私の母親も

今年80歳で、だんだんだんだん腰が痛くなっ

てきて、歩き方も昔と比べたらものすごくゆ

っくりになってきて、高齢者の皆さんがみん

な同じ経過をたどるということはないんです

けれども、お話を聞いていたら、歩くのがゆ

っくりなんで、家族と一緒に買い物に行くの

も家族に申しわけなくって、家で待っている

だけなんやというような声もあったんです。 

 それとか、老人会も誘ってくれるけど、ま

あ言うたら自分のスピードはほかの人と合わ

ないので、それにも出るのをやめているんや

というような声とか、人によってはだんだん

だんだん年をとることによって、歩くスピー

ドっていうのがかなり遅くなってくる方もた

くさんいらっしゃると思うんです。そういう

方にとったら、今の一応バスは300ｍ、電車の

駅からは600ｍまでは、交通不便地には入らな

いとなっているんですけれども、それだけで

はとてもバス停まで行き着かないというか、

そういう方も増えてくるんではないかなと。

実際にたくさんいらっしゃるんではないかな

と思うんです。 

 そういう方の声っていうのが、要するにも

う利用できないわけですから、利用調査だけ

ではなかなかつかめないので、もうちょっと

きめ細やかな高齢化に即した調査といいます

か、声を聞く機会も持っていただけないかな

と思って、２番の質問をしたんですけれども、

その辺はいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）いろんな方からの

ご意見を吸い上げなさいというようなおただ

しかと思いますけども、生活交通ネットワー

ク協議会のメンバーはたくさんのいろんな立

場のメンバーの方がおられまして、その方々

がいろんな声を吸い上げて来ていただいてお

ります。それぞれの立場から吸い上げて、そ

の意見をいただいていると思っております。 

 また、本市総務課にも毎日のようにさまざ

まな意見が寄せられておりまして、そのほか

の課でも意見は拝聴しております。総務課だ

けでなく、そのほかの課でも意見を拝聴して

おります。例えば社会教育課担当の生涯学習

推進計画のためのシンポジウム、それから福

祉課担当の橋本のくらしの幸せをつくる地区

懇談会等でも、コミュニティバスの運行につ

いてさまざまな意見をいただいておりまして、

それらについて、今まで生活交通ネットワー

ク協議会の中で俎上に上げて議論をしてまい

りましたし、今後もそのようにしてまいりた
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いと思っております。 

 先ほども答弁させていただいたような利用

状況の調査も行うということで、重ねて行う

ということで、ご理解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）ただ、私が心配なのは、

利用状況の調査で、例えばどのぐらいの期間

されるかはわからないんですけども、例えば

１週間であるとか、その間に１回も利用され

ないバス停とかっていうのがあった場合に、

言ってしまえば廃止の対象になるとか、今１

時間以上１周かかっているので、かなりやっ

ぱり時間がかかっていますので、場合によっ

てはもっと短くということも考えられるのか

もしれないんですけれども、そういう減らす

ための調査ではないですよね。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）あくまでも効率的

で持続可能な公共交通体系づくり、その中で、

できるだけ利便性も高め、皆さんがご満足い

ただけるような体系づくりをしたいというこ

とで行うわけでございますんで、ご理解をい

ただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）悪くいえば、私が言っ

たほうになってしまうかなという気がしない

でもないですけれども、でも、利用調査は必

要だと思うので、できるだけ削らないように

よろしくお願いいたします。 

 ３番は北コースのことなんですけれども、

さっき続行便というふうに答弁されたんです

けれども、これはどういう意味なのかもう少

し詳しくお願いいたします。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）北ルートの続行便

についてのおただしでございますが、北ルー

トにつきましては、本年４月にワゴンタイプ

12人乗りで運行を開始いたしました。先ほど

も申しましたが、１年間は実証運行というこ

とで、この期間中に検証を行うということに

しておりますが、積み残しのお客さまが発生

しました。 

 そういうことで、対応をさせていただこう

と考えておりまして、本議会に補正予算を計

上させていただいております。主に北ルート

２便で積み残しが発生しておりますので、北

ルート２便のみ実施したいと考えております。 

 北ルート２便は、保健福祉センター８時58

分発、車庫前10時22分着の便でございますが、

紀見ヶ丘南バス停以降、コミバスをもう一台

のバスが追走するという形を考えております。

追走車の運行にあたりましては、本市の生活

交通ネットワーク協議会の幹事会及び協議会

において協議をすることが必要であるという

ことの、国土交通省和歌山運輸支局からのご

指導がございまして、協議会の議論を経て実

施できたらと考えております。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）そうしましたら、生活

交通ネットワーク協議会にかけるということ

で、一番早くていつぐらいからになるんでし

ょうか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）補正予算を通して

いただきまして、そして協議会、近々もうす

ぐ近くで協議会を開きますんで、幹事会を開

きますんで、そちらのほうで決定をしていた

だいたら、もうすぐにでも運行を開始したい

と思っております。準備はもうできておりま

す。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）すいません。年内なの

か年明けなのかということではいかがでしょ

うか。 
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○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）先ほど今申し上げ

たとおりでございます。年内か、年内にはや

りたいと思いますが、その辺の協議が全部整

いましてから運行したいと思っております。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）よろしくお願いします。

できるだけ早くに追走のほうをよろしくお願

いいたします。 

 １番を終わります。 

○議長（石橋英和君）次に、質問項目２、安

全・安心のまちづくりに関する質問に対する

答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（枡谷俊介君）登壇〕 

○総務部長（枡谷俊介君）まず、各地域から

の防犯灯設置要望についてお答えします。 

 現在各区自治会において維持管理をいただ

いている防犯灯は、約6,800灯余りあります。

その電気料の40％を補助しています。また、

経費節減及び地球温暖化対策の観点から、昨

年10月より５年間を事業期間として、橋本市

防犯灯ＬＥＤ化推進補助事業を実施していま

す。同事業は、既設の蛍光灯のＬＥＤ化また

はＬＥＤ防犯灯の新設に対し、機器本体の

40％、上限4,000円を補助金として交付してい

るところです。 

 事業実施以降、各区・自治会の積極的な取

り組みにより、昨年度半年間で757灯、本年度

10月末時点で実施計画も含め約1,300灯余り

がＬＥＤ化され、電気料金の削減等の効果が

現れているところです。 

 今後も防犯灯電気料金補助金制度の継続と、

防犯灯ＬＥＤ化推進補助事業の活用を推進し

たいと考えていますが、防犯灯新設に対する

補助金については考えていませんので、ご理

解のほどお願いします。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

〔建設部長（塙阪 隆君）登壇〕 

○建設部長（塙阪 隆君）次に、街路灯と防

犯灯の位置づけについてお答えします。 

 街路灯は、道路法に基づき制定された道路

照明設置基準に準じて設置された照明施設で、

道路の交通安全確保を目的としています。設

置場所は、主に信号機の設置された交差点ま

たは横断歩道、長大な橋梁、夜間の交通上特

に危険な場所に、市が設置しています。 

 また、防犯灯については、夜間における歩

行者の安全確保と犯罪を防止すること、また

犯罪に気づくこと等を目的に、地元区や自治

会に設置及び管理をお願いしています。 

 次に、道路の除草の基準についてお答えし

ます。 

 市道の法面、中央分離帯や植栽部分におい

ては、雑草が繁茂すると、車の円滑な通行を

阻害したり、歩行者の通行の妨げになります。

こうした除草作業が必要とされているところ

が、昨年の実績として概ね52万3,000㎡あり、

これらの作業を公益社団法人橋本市シルバー

人材センター等に委託していますが、それで

全てを賄えておらず、職員が直営で作業を実

施している部分も少なくありません。 

 除草作業は、その大部分を本格的な夏を迎

えるまでの６月から７月頃の時期と、冬を迎

える前の10月から11月頃の時期を中心として

年２回の作業を行っています。 

 続いて、公園、ちびっこ広場の除草の基準

についてお答えします。 

 公園等については、子どもたちが遊んだり

憩いの場となる広場部分に、雑草等が繁茂し

出すと、遊園区域が狭くなるのみならず、病

害虫が増殖したりと環境の悪化が懸念されま

す。 

 こうした除草が必要な管理区域は、昨年度

実績で概ね17万2,000㎡であり、遊具の点検費

用や簡易な修繕等も含め、トータル的な公園
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管理として、公益財団法人橋本市文化スポー

ツ振興公社等へ委託しています。 

 これについても、全てを賄うことは難しく、

面積にして概ね１万5,000㎡程度の面積は、職

員が直営で除草しています。 

 頻度については、道路と同様、その大部分

を年２回程度除草作業しています。 

 また、ちびっこ広場に関しましては、基本

的に地元区と維持管理委託契約を結んでいま

す。この中で、円滑に公園を利用していただ

けるよう除草や剪定などを実施していただい

ております。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君、再質問

ありますか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）すいません。 

 １と２と一緒にといいますか、いろいろい

ろんなところから防犯灯をもっとつけてほし

いという声はあるんですけれども、防犯灯と

いうか街路灯。場所によっては、防犯灯であ

る地域であれば、区のほうに頼みに行って、

一緒に手続きしないといけないし、これは街

路灯なのか防犯灯なのかわかりにくい場所も

あって、それでこの質問をしたんですが、前

に岡議員も質問されてて、そのときと全く同

じ答弁なんですけれども、ただ、平成23年12

月議会のときの答弁で、防犯灯、街路灯の目

的別に明確な基準づくりについては、今後の

課題かと考えておりますって答弁されていま

す。 

 今後の課題って答弁されているんですけど

も、答えのほうは全く同じで、何も進んでな

いということかなとは思うんですが、ただ、

この道路照明設置基準ということで調べてみ

ましたら、先ほど言われたのは、原則として

一般国道等の局部照明で、原則として照明施

設を設置するものとするとされている場所で

す。あと、次のいずれかに該当する場所にお

いては、必要に応じて照明施設を設置するの

がよいっていう場所が10箇所ありまして、そ

の中には交差点または横断歩道、歩道等、道

路の幅員構成、線形が急激に変化する場所と、

調べたら書いてありました。 

 それで、具体的な場所でお尋ねするんです

けれども、原田小峰台線といいますか、ちょ

うど県立体育館のほうから小峰台に行く道路

なんですけど、あそこはかなり幅員も広いで

すし、歩道も広く、また小峰台とかのあたり

から橋本高校に自転車で通学する子どももあ

ろうかと思うんですけれども、小峰台に近い

ところには確かに、あれが防犯灯なのか街路

灯なのかちょっとわからないですけど、つい

ているんですけども、だんだんだんだん原田

のほうに向かっていくと、全然ついていない。

交差点じゃなくて、丁字路っていいますか、

横の道から出てくるところら辺であっても、

明かりはないっていいますかね。そういうと

ころの、それとあとダイキの周りのちょうど、

これも交差点じゃなくて丁字路になるんです

ね。細い道から出てきて広い道路に当たると

ころとか、そういうところも照明がないんで

す。 

 そういう交差点じゃないけれども、細い道

から出てくる丁字路っていいますか、そうい

う場所もやはり交通安全上明かりは必要では

ないかと思うんですけれども、その辺はいか

がでしょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）今おただしがござ

いました原田小峰台線でございますけれども、

この道路の建設時につきましても、やはり道

路照明の設置基準に照らして検討はいたして

いると思います。先ほども申しましたですけ

ども、いわゆる交差点とかそういった以外の

ところにつきましては、非常に交通量が多い

とか、あるいは見通しが極めて悪いといった
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カーブのところに設置するという部分がある

わけでございますけれども、原田小峰台線に

ついては、そういう中で必要な部分に設置さ

せていただいたということで、最終的に現在

の形になっているということでございます。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）ダイキの周りのほうは

どうですか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）済みません。ダイ

キの周りといいますのは、国道と接続のとこ

ろではなしですか。その途中のところですか

ね。 

 こちらのほうにつきましても、同様の交差

点といいますか、市内各地のところでそうい

った交差点があると思うんですけども、交通

量とかそういった形態に応じた形で、その都

度検討させていただいているということで、

現状は必要な箇所ということの認識ではなく

て、設置されていないというのが現状でござ

います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）交通量も考えてという

ことでしたら、交通量の基準というのはどの

ようなものなんでしょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）明確な交通量の基

準があるわけでございませんけども、全体的

な中で交通量が非常に多い場所ということで、

都度の検討になると思うんですけども、道路

を新設するときには、厳密的にそういう基準

に照らして検討するわけでございますけども、

従来からの道路につきましては、全てそれで

対応できているわけではございません。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）街路灯については、道

路の交通安全確保を目的としているというこ

とで、夜間の交通上特に危険な場所というこ

となんですけども、これは車にとって、通行

者にとって危険な場所という、どちらに重き

が置かれているんでしょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）道路照明でござい

ますので、道路の車の交通ということが中心

になろうかと思います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）実際問題として、市内

の至るところで暗い、暗いというか防犯灯が

必要な場所ということになるんかもしれませ

んけれども、それはあると思うんです。 

 そういう中で、できるだけ本当につけるに

しても、維持するにしても、全部お金がかか

ってくるので、防犯灯で区がそれだけずっと

負担し続けることができるかどうかっていう

ことも、やっぱり関係してくると思いますの

で、なかなかどこの場所についてもすぐに設

置っていうのは難しいとは思うんですけれど

も、できるだけ本当に市民の安全・安心って

いいうか、そこが守れるようにしてもらいた

いなとは思います。 

 今は防犯灯については電気料金の補助のみ

で、今ＬＥＤにするのには機器の補助もして

いるということなんですけども、昔は設置に

だけの補助で、それから設置と電気料金両方

の補助になって、今現在は電気料金だけの補

助と、防犯灯については変わってきているん

ですけれども、今はＬＥＤにする、５年間す

るので、そこにお金がかかるとしても、それ

が終わってから、その時点でまたどのぐらい

ＬＥＤになっているかということにも関係す

るかもしれませんが、その後でまた設置につ

いての補助というのも検討していただけたら

なと思うんですけども、その辺はいかがでし

ょうか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）電気代は40％で、
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それから以前は設置についても補助を出さし

ていただいていたんですけど、電気代を節約

するという観点から、その設置自体をＬＥＤ

化で設置というふうに変えましたので、それ

はご理解いただきたいと思います。 

 期限を切ってやりました理由につきまして

は、積極的に皆さんがこの機会にＬＥＤ化に

励んでいただきたいと。地域の皆さんがＬＥ

Ｄ化をするという意識を持って行っていただ

きたいという意味で、期限を切りました。 

 その結果はまた検証した上で、後々その補

助金の期間が終わった後、検証してまいりた

いと思っております。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）３番の討論の除草のほ

うに移ります。 

 先ほど年に２回ということで答弁があった

んですけれども、あと実際問題として、雑草

って本当に伸びるのが早いっていいますか、

夏でも１回刈ってもまたすぐに伸びてしまっ

て、道路にも覆ってくるということが実際に

あると思うんです。 

 広い面積なので、年２回以上の対応は難し

いかもしれないんですけれども、やっぱり中

央分離帯もそうですし、法面のほうからずっ

と草が生い茂ってきたりとか、ただ、持ち主

が市ばっかりではないと思うんですけど、道

路の上を枝が伸びてきて、もう覆ってしまっ

ているようなところとか、いろいろあると思

うんですが、やっぱり市民からの通報だけで

はなくって、市のほうもパトロールとかもし

っかりして、早目早目に対応してもらえたら

なと思うんですけども、その辺はいかがでし

ょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）草のほうですけど

も、今年２回ということなんですけども、や

はり春から梅雨前になってくると、非常に、

議員おただしのように、雑草がどんどん増え

てまいります。密林のようになってしまいま

すので、通年は６月、７月頃に除草をいたし

ます。その後と、また夏にはどんどんと成長

してまいりますので、冬前に除草をしている

というのが実態でございますけども、そうし

た中でも、やはり非常に成長が早かったりと

かということで危険な部分もございます。 

 本来パトロールということなんですけども、

なかなか十分なことができていない中で、建

設部の中では市内各地のところに工事現場が

ございます。そちらのほうに移動する際に、

職員は道路を通りながら、そういった危険箇

所の確認等を行っております。 

 また、地元の区長でありますとか、また一

般の方からも、そういった危険な箇所がござ

いますと、その都度ご連絡等をいただいてい

るような状況でございまして、そういったと

ころにつきましては、直営とかの中で対応を

さしていただいているというのが現状でござ

います。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）対応はしていただいて

いるんですけれども、やっぱり苦情も多いん

ではないかなとも思うんです。 

 あと、これは市道じゃなくて国道371号のこ

となんですけれども、もう県のほうが慶賀野

大橋からトンネルまでの間で、ずっと拡幅工

事をされてまして、それは終わったんですけ

ども、雑草って本当に小さなすき間でも伸び

るんですよね。それが、冬に立ち枯れていて、

すごいみすぼらしいなと思っていたら、先週、

やっと県のほうが除草されたんですけども、

来年は国体が開かれますよね。交通の安全だ

けじゃなくって、やっぱりおもてなしを大事

にするっていうことでいえば、国体の頃に、

ちょっとまた予算は要るかもしれないけれど

も、そのときにというのも変かもしれないけ
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れども、やっぱりきっちりと取り組んでもら

えたらなと要望して終わります。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時54分 休憩） 

                                          

 


